一次元金属における横波フォノンの不安定性 by 田草川, きみえ & 長岡, 洋介
Title一次元金属における横波フォノンの不安定性
Author(s)田草川, きみえ; 長岡, 洋介








京 大 理 田革川 きみえ
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(1)
ここに, eknは-電子エネルギーで





< uq >= < uq >= BQ- real
と仮定するo (自由エネルギーはBQ の位相によらない｡ ) 結果はBaまででつぎの
ようになる｡
AF - AFe + AF L-aeB;+a LB i
dF｡は電子による部分で
αe- 2g2gk
f(Ek十 Q,0 ) - f(ek,1)
Ek+Q,0 -Ek,1
(4)


















































































ことになる.ここで EFが上からAに近づくと, k.,k2はともにkI.1に近づ く｡ 81.I
が』に達すると1-サブバンドのフェルミ面は消失するので, "バンド間 〝バイエルス
転移 もここで消失するとしなければならない｡それにかわって,われわれが見出した横










































では,波数 kF の横波の強いゆらぎが生 じているのである｡
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